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要 旨 国立病院機構熊本医療センターでは，内・外用薬に関する薬剤関連インシデントの中
で与薬時に発生する事例が最も多く，その防止に苦慮してきた．そこで，2015年7月

に内・外用薬の処方・服薬状況を電子カルテシステムで一元的かつ経日的に管理できる処方カレ
ンダーシステムを導入した．このシステムは与薬関連インシデントを抑制することを期待して導
入したものであり，結果，与薬関連インシデントの発生割合は減少傾向を示したが限定的であり，
処方カレンダーシステムは与薬業務におけるルールやマニュアルからの逸脱という人的要因をカ
バーする機能が弱い，あるいは足りていないことが考えられた．看護師の行う与薬業務の正確性
を確保し，よりインシデントを減少させるためには，人的要因に対するインシデント抑制機能も
必要となると考えられる．
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緒 言

　薬剤関連のヒヤリハット事例は全体の約30%と多
く，医療事故においても，７–９%が薬剤関連であ
ること，これが５年にわたりほぼ横ばいで推移して
いることが日本医療機能評価機構から報告されてい
る（http://www.med-safe.jp/pdf/year_report_2017.
pdf， 同_2016.pdf， 同_2015.pdf， 同_2014.pdf， 同

_2013.pdf）．これらの状況から，薬剤関連インシデ
ントの発生を抑制することは，医療安全において喫
緊の重要課題といえる．
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報 告

処方カレンダーシステムの導入が
与薬関連インシデントに与える影響
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